　動物科学特論II
第335回Zoological Conference

日時：　11月4日（水）16:00-17:00　

演者：　西原 真杉　博士

（東京大学 大学院 農学生命科学研究科
獣医生理学教室）
演題：
脳の性分化と神経新生におけるプログラニュリンの役割
我々は脳の性分化を誘導する分子として、成長因子の一種であるプログラニュリン（progranulin: PGRN）を同定した。PGRNは新生期のラットやマウスの視床下部で性ステロイド依存性に転写が促進され、雄型行動を発現する神経回路の構築に関与している。さらに近年、PGRNが成体脳における神経新生に関わる因子であることを明らかにするとともに、PGRN遺伝子を欠失したノックアウトマウスを作出し、性行動、攻撃行動、不安傾向などに変化が生じることを見出した。一方、アルツハイマー病と並んで重要なヒトの神経変性疾患である前頭側頭葉変性症が、PGRN遺伝子の変異によることが最近２つのグループから同時に発表された。これらのことは、PGRNが種を問わず生涯にわたって神経細胞の増殖、分化、変性、細胞死等の制御に関わる普遍的な成長因子であることを示唆している。
場所：理学部２号館 第1講義室（201号室）
担当：　東京大学大学院理学系研究科・生物科学専攻・動物科学大講座 
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